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高病原性鳥インフルエンザに関する正しい知識の普及等について 

 

 今般、京都府において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が確認されたことに伴い、

関係団体に対し別添のとおり通知しましたので、御了知願うとともに、関係者への御指導
方お願いいたします。 
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令 和 8 年 1 1 月 1 2 日
農 林 水 産 省プレスリリース

京都府における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確
認及び「農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部」の開催
について

本日、 京都府の家き ん農場において、 家畜伝染病である 高病原性鳥イ ンフ ルエンザの疑似患畜
が確認（ 今シーズン国内1例目） さ れま し た。

こ れを 受け、 農林水産省は、 「 農林水産省鳥イ ンフ ルエンザ防疫対策本部」 を開催し 、 今後の
対応方針について確認し ま す。

当該農場は、 農家から 通報があった時点から 飼養家き ん等の移動を自粛し ていま す。

現場での取材は、 本病のま ん延を引き 起こ すおそれがある こ と 、 農家の方のプラ イ バシーを侵
害し かねないこ と から 、 厳に慎むよ う 御協力をお願いいたし ま す。

1. 農場の概要

所在地： 京都府亀岡市

飼養状況： 約20万羽（ 採卵鶏）

2. 経緯

（ 1） 令和8年11月11日（ 水曜日） 、 京都府は、 府内亀岡市の農家から 飼養家き んで異状がみら れ
る と の通報を受けて、 農場への立入検査を 実施し ま し た。

（ 2） 同日、 当該家き んについて鳥イ ンフ ルエンザの簡易検査を実施し たと こ ろ陽性である こ と が
判明し ま し た。

（ 3） 11月12日（ 木曜日） 8時30分、 当該家き んについて遺伝子検査を実施し た結果、 高病原性鳥
イ ンフ ルエンザの疑似患畜である こ と を確認し ま し た。

3. 今後の対応方針

防疫対応に遺漏の無いよ う 、 「 高病原性鳥イ ンフ ルエンザ及び低病原性鳥イ ンフ ルエンザに関す
る 特定家畜伝染病防疫指針」 等に基づき 、 以下の措置を実施いたし ま す。

（ 1） 当該農場の飼養家き んの殺処分及び焼埋却、 農場から 半径3km以内の区域について移動制限
区域の設定、 半径3kmから 10km以内の区域について搬出制限区域の設定等必要な防疫措置を 迅速か
つ的確に実施。

（ 2） 移動制限区域内の農場について、 速やかに発生状況確認検査を実施。

（ 3） 感染拡大防止のため、 発生農場周辺の消毒を強化し 、 主要道路に消毒ポイ ント を設置。

（ 4） 京都府と の面会等によ り 、 京都府と 緊密な連携を図る 。

（ 5） 必要に応じ て、 食料・ 農業・ 農村政策審議会家畜衛生部会家き ん疾病小委員会を開催し 、 防
疫対策に必要な技術的助言を得る 。

（ 6） 感染状況、 感染経路等を正確に把握し 、 的確な防疫方針の検討を行える よ う にする ため、 必
要に応じ 、 農林水産省等の専門家を現地に派遣。

（ 7） 京都府の殺処分・ 焼埋却等の防疫措置を支援する ため、 民間事業者の活用を促し つつ、 必要
に応じ 、 各地の動物検疫所、 家畜改良センタ ー等から 「 緊急支援チーム」 を 派遣。

（ 8） 「 疫学調査チーム」 を派遣。
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（ 9） 全都道府県に対し 、 改めて注意喚起し 、 本病の早期発見及び早期通報並びに飼養衛生管理の
徹底を指導。

（ 10） 関係府省庁と 十分連携を図り つつ、 生産者、 消費者、 流通業者等への正確な情報の提供に
努める 。

4. 農林水産省鳥イ ンフ ルエンザ防疫対策本部

日時： 令和8年11月12日（ 木曜日） 8時30分

場所： 農林水産省第1特別会議室

所在地： 東京都千代田区霞が関1-2-1

5. その他

（ 1） 我が国の現状において、 鶏肉や鶏卵等を食べる こ と によ り 、 ヒ ト が鳥イ ンフ ルエンザウ イ ル
ス に感染する 可能性はないと 考えており ま す。 鳥イ ンフ ルエンザについて | 食品安全委員会 -

食の安全、 を科学する ( 外部リ ンク )

（ 2） 現場での取材は、 本病のま ん延を引き 起こ すおそれがある こ と 、 農家の方のプラ イ バシーを
侵害し かねないこ と から 、 厳に慎むよ う 御協力をお願いいたし ま す。  

特に、 ヘリ コ プタ ーやド ロ ーンを使用し ての取材は防疫作業の妨げと なる ため、 厳に慎むよ う お
願いいたし ま す。

（ 3） 今後と も 、 迅速で正確な情報提供に努めま すので、 生産者等の関係者や消費者は根拠のない
噂など によ り 混乱する こ と がないよ う 、 御協力をお願いいたし ま す。

【 お問合せ先】
消費・ 安全局動物衛生課
担当者： 防疫業務班
代表： 03-3502-8111（ 内線4582）
ダイ ヤルイ ン： 03-3502-8292
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